
東
京
金
属
事
業
健
康
保
険
組
合岡部　耕一理事長（東 成 鋼 管

取締役相談役）
﹁
予
防
は
治
療
に
勝
る
﹂

加
入
企
業
の
福
祉
向
上
健
康
寿
命
促
進

今注目！〝健康企業宣言〟のススメ

活
気
あ
る
職
場
は
　
　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
か
ら

﹁
健
康
優
良
企
業
﹂

　

を
目
指
し
て
　
　
　

企業イメージ、生産性向上にも寄与
都内の健保組合らが積極サポート

　特集　

﹁
健
康
企
業
宣
言
﹂と
は

参
加
手
続
き
は
簡
単

ス
テ

プ
２
金
の
認
定

　
東
京
金
属
事
業
健
康
保
険
組
合

に
は

鋼
材
二
三
次
流
通
業
や
金

物
問
屋

非
鉄
金
属
業
な
ど
１
３

５
０
社
を
超
え
る
事
業
所
が
加
入

し
て
い
る

そ
の
う
ち

事
業
所

が
﹁
健
康
企
業
宣
言
﹂
活
動
に
参

加

２
０
１
６
年
の
制
度
開
始
以

降

参
加
企
業
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
る

参
加
企
業
の
う
ち

社

が
健
康
優
良
企
業
﹁
銀
の
認
定
﹂

を
取
得

フ

ス
タ

電
機

橋

本
総
業

田
島
製
作
所
の
３
社
が

同
﹁
金
の
認
定
﹂
を
取
得
し
て
い

る


　
同
健
保
組
合
の
岡
部
耕
一
理
事

長
︵
東
成
鋼
管
取
締
役
相
談
役
︶

は
﹁
加
入
企
業
の
福
祉
向
上

健

診
な
ど
の
受
診
率
を
上
げ
て
病
気

の
早
期
発
見
に
よ
る
健
康
寿
命
を

延
ば
す
促
進
活
動
に
一
定
の
周
知

効
果
が
出
て
い
る
の
で
は
﹂
と
語

る

ま
た
健
保
組
合
の
運
営
面
の

観
点
か
ら
は
﹁
加
入
企
業
や
従
業

員
が
健
康
・
健
全
で
あ
れ
ば
医
療

費
の
削
減
に
も
つ
な
が

り

保
険
料
率
を
減
ら

せ
て
保
険
料
を
有
効
に

使
う
こ
と
が
で
き
る
﹂

メ
リ

ト
も
あ
る
と
い

う


　
岡
部
理
事
長
は

年

度
か
ら
同
健
保
組
合
の

理
事
長
職
を
歴
任

組
合
運
営


健
康
寿
命
延
伸
へ
の
取
り
組
み
な

ど
に
注
力
し
て
い
る

こ
の
間


自
身
も
大
病
に
見
舞
わ
れ
て
改
め

て
健
康
の
重
要
さ
を
再
認
識


﹁
予
防
は
治
療
に
勝
る
﹂
が
持
論

だ


　
現
在

金
属
健
保
組
合
に
は
加

入
企
業
の
健
康
へ
の
取
組
み
推
進

担
当
者
と
し
て﹁
健
康
管
理
委
員
﹂

が
２
４
５
人
い
る

健
保
組
合
か

ら
健
康
管
理
委
員
に
メ

ル
マ
ガ

ジ
ン
を
配
布
す
る
な
ど
し
て

加

入
企
業
の
健
康
周
知
活
動
を
展
開

し
て
い
る


　
﹁
健
康
寿
命
延

伸
へ
の
取
り
組
み

は
健
保
組
合
の
永

続
的
課
題
﹂
と
し

て
お
り

今
後
も

業
界
他
団
体
と
の

連
携
な
ど
地
道
な
ネ

ト
ワ

ク

づ
く
り
に
も
注
力

加
入
事
業
者

の
健
康
企
業
宣
言
・
健
康
優
良
企

業
取
得
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
サ

ポ

ト
を
積
極
的
に
行

て
い
く

方
針
だ


（４）（第三種郵便物認可） 令和元年　（　　　年 　　　）　１０月２８日　（月曜日）

　
企
業
や
社
員
の
﹁
健
康
づ
く
り
﹂
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か

い
ま
東

京
都
内
の
健
康
保
険
組
合
に
加
入
す
る
企
業
の
間
で
﹁
健
康
企
業
宣
言
﹂

﹁
健
康
優
良
企
業
認
定
制
度
﹂
が
注
目
さ
れ
て
い
る

﹁
従
業
員
の
健
康
は

企
業
の
誇
り

活
気
あ
る
職
場
は
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
か
ら
﹂
の
掛
け
声

の
も
と

各
健
保
組
合
が
加
入
事
業
者
に
同
制
度
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
る

同
制
度
の
概
要
や
申
請
方
法

参
加
す
る
メ
リ

ト

な
ど
を
東
京
金
属
事
業
健
康
保
険
組
合
︵
理
事
長
・
岡
部
耕
一
東
成
鋼
管
相

談
役
︶
に
加
入
す
る
事
業
者
ら
の
具
体
的
な
取
組
み
を
交
え
な
が
ら
紹
介
し

て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
後
藤
　
隆
博
︶

　
﹁
健
康
企
業
宣
言
﹂
と

は

健
康
優
良
企
業
を
め

ざ
し
て
企
業
全
体
で
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
す
る
も
の

一
定

の
成
果
を
上
げ
た
場
合
は

健
康
優
良
企
業
と
し
て
認

定
さ
れ
る

東
京
都

健

康
保
険
組
合
連
合
会
︵
健

保
連
︶
東
京
連
合
会

東

京
商
工
会
議
所
な
ど

の

団
体
が
組
織
す
る
﹁
健
康

企
業
宣
言
東
京
推
進
協
議

会
﹂
が
保
険
者
の
枠
組
み

を
超
え
て
従
業
員
の
健
康

に
配
慮
し
た
経
営

健
康

づ
く
り
へ
の
取
組
み
を
推

進
し
て
い
く


　
同
認
定
は
健
康
経
営
の

取
組
み
に
応
じ
て
銀
︵
ス

テ

プ
１
︶
と
金
︵
ス
テ


プ
２
︶
の
２
種
類
の
認

定
証
が
交
付
さ
れ
る


﹁
銀
の
認
定
﹂
は

東
京

都
内
に
事
務
所
を
置
く
５

８
９
組
合
︵
２
０
１
９
年

４
月
１
日
現
在
︶
で
構
成

す
る
健
保
連
東
京
連
合

会

金
の
認
定
は
健
康
企

業
宣
言
東
京
推
進
協
議
会

が
認
定
す
る

東
京
都
内

の
健
康
保
険
組
合
に
加
入

す
る
企
業
で
あ
れ
ば

事

業
規
模
に
関
係
な
く
参
加

で
き
る
︵
他
県
所
在
の
適

用
事
業
所
も
参
加
可
能
︶

　
同
制
度
に
取
り
組
む
メ

リ

ト
と
し
て
は
①
リ
ス

ク
の
軽
減
②
生
産
性
向
上

③
企
業
イ
メ

ジ
の
向
上


な
ど
が
上
げ
ら
れ
る


従
業
員
の
健
康
管
理
を
行

う
こ
と
で
人
手
不
足
等
に

よ
る
通
常
業
務
へ
の
支
障

リ
ス
ク
を
減
少

ま
た
健

康
優
良
企
業
の
認
定
を
受

け
た
事
業
所
は
各
健
保
組

合
や
健
保
連
東
京
連
合
会

の
ホ

ム
ペ

ジ
に
掲
載

さ
れ

認
定
証
の
社
内
掲

示

対
外
的
広
報
な
ど
で

イ
メ

ジ
ア

プ
を
図
る

こ
と
が
で
き
る


　
昨
年
健
保
連
東
京
連
合

会
が
行

た
ア
ン
ケ

ト

調
査
で
も

健
康
優
良
企

業
の
認
定
取
得
の
き

か

け
と
し
て
多
く
の
事
業
所

が
企
業
ブ
ラ
ン
ド
向
上

︵

・
８
％
︶
生
産
性

向
上
︵

・
２
％
︶
を
上

げ
た

ま
た

解
決
す
べ

き
社
内
の
健
康
課
題
に
つ

い
て
は
生
活
習
慣
病
と
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
上
げ
る

企
業
が
多
か

た


　
ま
ず
健
康
企
業
宣
言
チ



ク
シ

ト
︵
ス
テ


プ
１
︶
で
健
康
課
題
の
確

認

会
社
と
し
て
の
取
組

み
方
針
な
ど
を
決
定
す

る

チ


ク
シ

ト
で

は
健
診
の
周
知
・
活
用
状

況

職
場
環
境

職
場
の

﹁
運
動
﹂
や
﹁
禁
煙
﹂
な

ど
の
項
目
が
あ
り

そ
れ

ぞ
れ
に
健
保
組
合
の
サ
ポ


ト
活
動
が
明
記
さ
れ
て

い
る


　
そ
の
後

所
定
の
応
募

用
紙
﹁
健
康
企
業
宣
言

︵
ス
テ

プ
１
︶﹂
を
健

保
組
合
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た

は
郵
送
す
る

健
康
企
業

宣
言
取
組
み
企
業
と
し
て

登
録
さ
れ

健
保
組
合
の

健
保
連
東
京
連
合
会
の
ホ


ム
ペ

ジ
に
掲
載
さ
れ

た
後

健
保
連
東
京
連
合

会
が
発
行
す
る
﹁
健
康
企

業
宣
言
／
宣
言
の
証
﹂
が

交
付
さ
れ
る

挑
戦
中
は

社
内
回
覧
な
ど
で
﹁
健
康

企
業
宣
言
﹂
を
従
業
員
に

周
知
し

健
康
課
題
︵
改

善
・
維
持
︶
へ
の
取
組
み

を
約
１
年
間
行
う


　
約
１
年
後

結
果
レ
ポ


ト
を
作
成
し
て
健
保
組

合
に
提
出

健
康
企
業
宣

言
東
京
推
進
協
議
会
が
定

め
た
﹁
評
価
基
準
と
確
認

方
法
﹂
に
基
づ
い
た
審
査

を
行
い

１
０
０
点
満
点

中

点
以
上
を
取

た
企

業
に
対
し

健
保
連
東
京

連
合
会
が
発
行
す
る
﹁
健

康
優
良
企
業
／
銀
の
認
定

証
﹂
が
交
付
さ
れ
る

認

定
期
間
中
は
ホ

ム
ペ


ジ
や
名
刺
な
ど
で
﹁
健
康

優
良
企
業
ロ
ゴ
マ

ク
﹂

が
使
用
で
き
る


　
﹁
銀
の
認
定
﹂
取
得
後

は

①
ス
テ

プ
１
の
取

組
み
を
継
続
し
て
毎
年
認

定
を
更
新

②
企
業
の
健

康
経
営
・
本
人
と
家
族
の

健
康
づ
く
り

安
全
衛
生

が
テ

マ
の
ス
テ

プ
２

に
挑
戦
す
る
│
の
い
ず
れ

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る

ま
た

経
済
産
業

省
の
推
進
す
る
﹁
健
康
経

営
優
良
法
人
認
定
制
度

︵
中
小
規
模
法
人
部
門
︶﹂

の
申
請
が
可
能
と
な
る


　
健
保
連
東
京
連
合
会
で

は

健
康
企
業
宣
言
を
し

て
同
制
度
に
参
加
し
て
い

る
事
業
所
は
１
８
６
１
社

で

そ
の
う
ち
健
康
優
良

企
業
﹁
銀
の
認
定
﹂
取
得

事
業
所
は
９
１
８
件
あ
る

︵

年

月

日
現
在
︶

同
連
合
会
の
ア
ン
ケ

ト

調
査
に
よ
る
と

銀
の
認

定
取
得
事
業
所
の
う
ち
ス

テ

プ
２
﹁
金
の
認
定
﹂

を
め
ざ
す
と
回
答
し
た
事

業
所
は﹁
今
後
検
討
す
る
﹂

も
含
め
て

％
以
上
に

上
る

企
業
ブ
ラ
ン
ド

・
生
産
性
向
上
に
加
え

て

人
材
採
用
面
で
の

メ
リ

ト

健
康
上
の

理
由
に
よ
る
離
職
率
低

減
な
ど
が
主
な
動
機
と

な

て
い
る


　
﹁
チ


ク
シ

ト

︵
ス
テ

プ
２
︶﹂
で

は

健
診
や
職
場
環
境

整
備
な
ど
で
ど
の
程
度

取
り
組
め
て
い
る
か
を

確
認

職
場
の
健
康
経

営
・
健
康
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め

安
全
衛
生

に
取
り
組
む

約
１
年

の
実
施
期
間
と
な
る

が

最
短
宣
言
後
６
カ

月
以
上
の
実
施
期
間
経

過
後


点
以
上
を
達

成
し
た
と
思
わ
れ
る
時

点
で
﹁
実
施
結
果
レ
ポ


ト
／
ス
テ

プ
２
﹂

を
加
入
す
る
健
保
組
合

に
報
告
す
る


　
健
保
連
東
京
連
合
会

内
で﹁
金
の
認
定
﹂を
取

得
し
て
い
る
企
業
は


現
在

社
し
か
な
い

︵

年

月

日
現

在
︶

　
鋼
材
流
通
業
や
金
物
・

非
鉄
金
属
問
屋
ら
が
多
く

加
入
す
る
東
京
金
属
事
業

健
康
保
険
組
合
で
は

事

業
所
が﹁
健
康
企
業
宣
言
﹂

活
動
に
参
加
し
て
お
り


う
ち

社
が﹁
銀
の
認
定
﹂

を
取
得
﹁
金
の
認
定
﹂取

得
事
業
所
も
３
社
あ
る


ま
た

同
健
保
組
合
以
外

で
も

Ｊ
Ｆ
Ｅ
健
康
保
険

組
合
本
体
と
加
入
す
る
グ

ル

プ
企
業

東
京
都
木

材
産
業
健
康
保
険
組
合
に

加
盟
す
る
ヨ
シ
モ
ト
ポ


ル
と
グ
ル

プ
企
業
な
ど

が﹁
銀
の
認
定
を
取
得
﹂

Ｊ
Ｆ
Ｅ
精
密

ジ

パ
ン

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ

ド


ヨ
シ
モ
ト
ポ

ル
グ
ル


プ
は
現
在
ス
テ

プ
２

﹁
金
の
認
定
﹂
取
得
に
挑

戦
中
だ


　
健
康
企
業
宣
言

健
康

優
良
企
業
認
定
制
度
に
参

加
し
て
い
る
事
業
所
か
ら

は

従
業
員
の
健
康
度
向

上
や
企
業
の
イ
メ

ジ
ア


プ
に
一
定
の
効
果
を
見

出
し
て
い
る
声
が
多
い


効
果
を
最
大
限
に
引
き
出

す
た
め

健
保
連
東
京
連

合
会
や
各
健
康
保
険
組
合

は
加
入
事
業
所
の
活
動
を

積
極
的
に
サ
ポ

ト
し
つ

つ

同
制
度
の
知
名
度
・

認
知
度
ア

プ
に
注
力
し

て
い
る

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食
事
睡
眠

運
動
な
ど

６
カ
テ
ゴ
リ

で
活
動
具
体
化

管
理
職
と
若
手
社
員
に
　

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

橋
本
総
業

田
島
製
作
所

地
元
自
治
体
サ
ポ

ト
な
ど
活
用

朝
食
の
無
料
提
供
で
　

　

従
業
員
の
健
康
支
え
る

健
康
優
良
企
業﹁
金
の
認
定
﹂取
得
し
ま
し
た
！

　特集　

企
業
デ

タ

企
業
デ

タ

事業所名 宣言日
１ 銀の認定 北陸軽金属工業 ．．８
２ 銀の認定 イチロトーヨー住器 ．．
３ 銀の認定 藤野金属 ．．
４ 銀の認定 日新シャーリング STEP2 挑戦中．４．
５ 銀の認定 鈴東 ．．
６ 銀の認定 竹内金属箔粉工業 ．．
７ 銀の認定 東京金属事業健康保険組合 ．．７
８ 銀の認定 ヘルス ．．９
９ 銀の認定 NOGUCHI ．．
 銀の認定 ノグチHD ．．
 銀の認定 ノグチマテリアル ．．
 銀の認定 NOGUCHI INDUSTRY ．．
 銀の認定 橋永金属 ．．
 銀の認定 インターナショナルアロイ ．１．
 銀の認定 グローブライド ．１．
 銀の認定 デスコ ．１．
 銀の認定 金の認定 フォスター電機 ．３．７
 銀の認定 金の認定 橋本総業 ．４．
 銀の認定 金の認定 田島製作所 ．４．
 銀の認定 日乃本錠前 ．３．
 銀の認定 和信産業 ．６．
 銀の認定 ゼブラ STEP2 挑戦中．．
 銀の認定 日本ガス機器検査協会 STEP2 挑戦中．６．
 銀の認定 入船鋼材 ．８．
 銀の認定 東邦商会 ．９．４
 銀の認定 新建商事 ．９．
 銀の認定 栃木屋 ．３．２
 銀の認定 荻野工業 ．４．１
 銀の認定 東成鋼管 ．４．
 銀の認定 日理 ．７．５
 銀の認定 マサダ製作所 ．７．
 銀の認定 古賀オール ．７．
 銀の認定 芝本産業 ．８．
 銀の認定 千曲鋼材 ．８．
 二見屋工業 ．．
 後藤合金 ．．６
 銀の認定 TANAKAホールディングス ．．
 銀の認定 田中貴金属工業 ．．
 銀の認定 田中電子工業 ．．
 銀の認定 日本エレクトロプレイティング・エンジニヤース ．．
 スガツネ工業 ．１．８
 山崎金属産業 ．２．４
 山崎情報産業 ．２．４
 ニッカル商工 ．２．
 軽銀 ．４．
 タニタハウジングウェア ．５．
 協和日成 ．７．
 協和ライフサービス ．７．
 柳河精機 ．８．
 東京精密 ．．１

東京金属事業健康保険組合の「健康企業宣言」参加事業所

（．．現在）

（５） （第三種郵便物認可）令和元年　（　　　年 　　　）　１０月２８日　（月曜日）

▲健康優良企業のロゴマーク
（縦タイプ㊤と横タイプ）

▲健康優良企業の認定証
（写真は「金の認定」）

　
橋
本
総
業︵
本
社
・
東
京
都
中
央

区

社
長
・
橋
本
政
昭
氏
︶
は


１
８
９
０︵
明
治

︶年
創
業
の
老

舗
大
手
管
工
機
材
商

同
社
で
は

﹁
快
適
な
暮
ら
し
を
追
求
し
て
社

会
貢
献
﹂
を
会
社
の
使
命
の
一
つ

に
掲
げ
て
い
る
﹁
そ
れ
な
ら
ま

ず
自
社
の
健
康
管
理
か
ら
着
手
し

よ
う
﹂
と
い
う
発

想
が
健
康
へ
の
取

組
み
を
始
め
た
き


か
け
だ

た


　
橋
本
社
長
は

﹁
従
業
員
が
健
康
で
働
き
が
い
を

持

て
努
力
す
る
こ
と
が
大
事


一
方

健
康
は
強
制
さ
れ
る
の
で

は
な
く

定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
る
な
ど
し
て
自
分
自
身
で
気

を
付
け
る
も
の
﹂
と
強
調
す
る


そ
の
動
機
づ
け
で

現
在
で
は
様

々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る


　
同
社
で
は
健
康
経
営
活
動
を

﹁
食
事
睡
眠
運
動
こ
こ
ろ


タ
バ
コ

女
性
の
健
康
﹂
の
６
つ

の
カ
テ
ゴ
リ

に
分
類

月
１
回

の
ペ

ス
で
外
部
の
協
力
も
仰
ぎ

な
が
ら
セ
ミ
ナ

や
イ
ン
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る


　
﹁
食
事
﹂
で
は
キ
リ
ン
ビ
バ
レ


ジ
に
よ
る
ス
ム

ジ

の
テ
ス

ト
導
入
や
サ
ン
ト
リ

に
よ
る
熱

中
症
対
策
セ
ミ
ナ

を
実
施


﹁
睡
眠
﹂
で
は
日
本
睡
眠
快
眠
協

会
の
協
力
に
よ
る
睡
眠
セ
ミ
ナ



﹁
運
動
﹂
で
は
ラ
イ
ザ

プ

の
健
康
セ
ミ
ナ

や
ス
ト
レ

チ

講
座
な
ど
も
開
催
し
た
そ
の
他


住
友
生
命
に
よ
る
健
康
イ
ベ
ン
ト

で
血
管
・
美
肌
チ


ク
や
大
塚

製
薬
に
よ
る
女
性
健
康
セ
ミ
ナ


な
ど
メ
ニ


は
多

彩
だ


　
﹁
タ
バ
コ
﹂
に
関

し
て
は
今
年
１
月
か

ら
ス
ワ
ン
ス
ワ
ン
の

日
︵
毎
月

日
︶
活

動
と
し
て

喫
煙
者
と
非
喫
煙
者

に
ア
ン
ケ

ト
実
施

双
方
の
コ

ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
促
し
な
が

ら

会
社
と
し
て
の
着
地
点
を
探

し
て
い
る
と
い
う


　
ｅ
ラ

ニ
ン
グ
で
は

今
年
２

月
に
東
京
都
の
感
染
症
対
策
向
上

プ
ロ
ジ

ク
ト
に
参
加

７
月
に

は
管
理
職
と
若
手
社
員
に
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
実
施
し
た

日

本
健
康
マ
ス
タ

検
定
の
受
検
奨

励

毎
年
４
月
に
健
康
ア
ン
ケ


ト
を
も
と
に
社
員
の
健
康
リ
テ
ラ

シ

測
定
も
行

て
い
る


　
昨
年

月
か
ら
は
週
に
一
度
保

健
師
が
来
社
し
て
社
員
の
健
康
相

談

健
診
結
果
の
確
認

二
次
検

査
や
保
健
指
導
の
勧
奨
を
実
施


ま
た
定
期
的
に
﹁
健
康
経
営
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ
﹂
を
従
業
員
全
員
に
配
信


従
業
員
か
ら
の
要
望
な
ど
も
内
容

に
反
映
し

健
康
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る


同
ニ


ス
の
第
１
号
配
信
は
２

０
１
６
年

月

同
社
が
健
康
企

業
宣
言
︵

年
２
月
︶
を
す
る
半

年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ


　
﹁
た
だ
﹃
健
康
企
業

宣
言
﹄
の
旗
を
振
る
だ

け
で
は
だ
め

会
社
の

経
営
者
で
あ
る
社
長
自

ら
が
﹃
自
分
自
身
の
こ

と
﹄
と
思

て
社
内
に

周
知
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
﹂
と
橋
本
社
長


﹁
さ
ら
に
社
員
が
健
康

に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め

定
期
健
康
診

断
や
健
康
相
談
を
や
り

や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
き
た
い
﹂
と
し
て
お

り

来
年
に
は
本
社
近
隣
に
自
前

の
﹁
診
療
所
﹂
を
設
立
す
る
予
定

と
な

て
い
る

﹁
自
社
に
限
ら

ず

業
界
全
体
の
健
康
づ
く
り
に

も
貢
献
し
て
い
く
﹂目
標
も
あ
り


今
後
も
同
社
の
様
々
な
健
康
活
動

へ
の
取
組
み
が
見
ら
れ
そ
う
だ


　
▽
創
業

１
８
９
０
︵
明
治


︶
年

　
▽
本
社

東
京
都
中
央
区
日

本
橋
小
伝
馬
町
９
│
９

　
▽
従
業
員

８
０
２
人

　
▽
事
業
内
容

管
工
機
材
・

住
宅
設
備
機
器
の
販
売

　
▽
創
業

１
９
５
３︵
昭

︶

年　
▽
本
社

東
京
都
江
戸
川
区

中
央
３
│

│


　
▽
従
業
員


人

　
▽
事
業
内
容

ア
ル
マ
イ
ト

・
め

き
加
工
な
ど
の
表
面
処

理
全
般

　
田
島
製
作
所
︵
本
社
・
東
京
都

江
戸
川
区

社
長
・
田
島
薫
氏
︶

は
ア
ル
マ
イ
ト
・
め

き
な
ど
表

面
処
理
事
業
を
手
が
け
て
い
る


工
場
内
は
ラ
イ
ン
な
ど
の
操
業
で

高
温
多
湿
に
な
り
や
す
く

特
に

夏
場
に
は
熱
中
症
や
夏
バ
テ
な
ど

で
体
調
を
崩
す
現
場
ス
タ

フ
も

い
た

﹁
社
員
の
健
康
状
態
は
工

場
の
操
業
に
直
結

す
る

製
品
を
確

実
に
顧
客
に
提
供

す
る
た
め
に
も


社
員
の
健
康
管
理

に
気
を
配
る
よ
う
に
な

た
﹂

︵
田
島
社
長
︶
と
い
う

社
員
に

は
﹁
自
ら
の
健
康
管
理
は
仕
事
の

一
環
﹂
を
周
知

地
元
自
治
体
な

ど
の
無
償
サ
ポ

ト
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら

個
々
が
健
康
に
対
す

る
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
取

組
み
を
実
践
し
て
い
る


　
社
内
で
は
毎
月
全
社
員
参
加
で

様
々
な
分
野
の
勉
強
会
を
行

て

い
る
が

そ
の
う
ち
の
年
２
回
健

康
に
関
す
る
テ

マ
を
選
定

栄

養
指
導
の
講
師
な
ど
を
招
き

健

康
に
関
す
る
知
識
向
上
を
図

て

い
る


　
社
員
は
毎
年
４
月
に
健
康
診
断

を
受
診
す
る

そ
の
診
断
結
果
を

も
と
に
従
業
員
の
健
康
状
態
の
傾

向
資
料
を
作
成

地
元
江
戸
川
区

の
健
康
サ
ポ

ト
セ
ン
タ

に
講

師
を
依
頼
し
て
研

修
会
を
行
う

診

断
結
果
の
注
意
喚

起
な
ど
を
行
い


従
業
員
個
々
で
改

善
点
な
ど
の
目
標

を
設
定
し

半
年

後
く
ら
い
を
め
ど

に
結
果
を
見
直

す


　﹁
食
事
﹂に
関
す

る
勉
強
会
で
も


事
前
に
社
員
に
ア

ン
ケ

ト
を
実
施

し
て
食
生
活
の
偏

り
な
ど
を
講
師
か

ら
直
接
個
人
指
導
を
受
け
る

会

社
で
も
協
力
を
後
押
し

毎
月


日
は
﹁
野
菜
デ

﹂
と
し
て
昼
食

時
に
サ
ラ
ダ
を
提
供
し
て
い
る


　
﹁
勤
務
中
に
体
調
を
崩
す
要
因

の
一
つ
が

と
く
に
若
い
従
業
員

の
朝
食
離

れ
﹂
と
分
析

し
た
田
島
社

長

社
員
に

少
し
で
も
朝

食
を
食
べ
る

習
慣
を
つ
け

て
も
ら
う
た

め

今
年
の
２
月
か
ら
朝
食
を
社

内
で
無
料
提
供
し
て
い
る


　
地
元
の
給
食
セ
ン
タ

協
力
の

も
と

お
に
ぎ
り
と
野
菜
た

ぷ

り
の
味
噌
汁

お
新
香
な
ど
を
毎

朝
会
社
ま
で
運
ん
で
も
ら

て
い

る

田
島
社
長
自
身
も
社
員
と
一

緒
に
会
社
の
食
堂
で
朝
食
を
と

る


　
社
員
に

飽
き

が
来
な
い
よ

う
に
お
に
ぎ
り
の
具
材
も
日
替
わ

り
に
し

会
社
か
ら
は
ゆ
で
卵
や

野
菜
ジ


ス

果
物
な
ど
も
追

加

夏
場
に
は
会
社
の
プ
ラ
ン
タ

で
従
業
員
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り

毎
年
異
な
る
野
菜
を
栽
培
し
て
朝

食
や
昼
食
時
に
サ
ラ
ダ
な
ど
に
し

て
提
供
し
て
い
る


　
従
業
員
に
は
め

き
関
連
の
資

格
も
進
ん
で
取
ら
せ
て
い
る
が


田
島
社
長
の
奥
さ
ん
で
も
あ
る
田

島
の
り
子
取
締
役
は
健
康
マ
ス
タ


の
資
格
を
取
得

セ
ミ
ナ

テ


マ
の
選
定
や
体
調
の
優
れ
な
い

社
員
の
介
護
面
な
ど
で
陣
頭
指
揮

を
執
る

こ
う
し
た
地
道
な
活
動

の
甲
斐
あ

て

今
年
の
夏

熱

中
症
に
な

た
社
員
は
出
な
か


た


　
健
康
企
業
宣
言
後
の
活
動
に
つ

い
て

田
島
社
長
は
当
初
社
員
の

反
応
を
気
に
し
て
い
た
が
﹁
皆
セ

ミ
ナ

受
講
な
ど
に
積
極
的
で


多
く
の
社
員
が
自
身
の
健
康
に
関

心
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
﹂
と
い
う


　
﹁
若
い
世
代
は


健
康
に
興
味
が
あ
る

け
ど
自
分
か
ら
進
ん

で
行
動
に
移
す
こ
と

は
少
な
い

あ
る
程

度
会
社
で
環
境
整
備

や
動
機
づ
け
を
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大

事
﹂
と
田
島
社
長


の
り
子
取
締
役
も

﹁
難
し
く
考
え
ず


最
初
か
ら
完
璧
を
求

め
な
い
で
と
り
あ
え

ず
や

て
み
る
こ
と

社
員
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
参
考
に
し
つ

つ

会
社
や
事
業
環
境
に
見
合


た
健
康
活
動
を
推
進
し
て
い
け
れ

ば
﹂
と
今
後
の
方
針
を
語
る


　
田
島
製
作
所
の
様
々
な
ア
イ
デ

ア
を
駆
使
し
た
健
康
活
動
は

他

の
中
小
企
業
に
も
大
い
に
参
考
に

な
る
部
分
が
あ
り
そ
う
だ


　
健
康
企
業
宣
言
の
後


ス
テ

プ
１
健
康
優
良
企

業
﹁
銀
の
認
定
﹂
を
経
て

ス
テ

プ
２
の
同
﹁
金
の

認
定
﹂
取
得
企
業
は

東

京
都
内
で

社
し
か
な
い

︵

年

月

日
現

在
︶
東
京
金
属
事

業
健
康
保
険
組
合
の

加
入
事
業
所
で
﹁
金

の
認
定
﹂
を
取
得
し
た
橋

本
総
業

田
島
製
作
所
の

健
康
維
持
管
理
に
向
け
た

社
内
の
具
体
的
な
取
組
み

や
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
す
る


「健康は自ら気をつけるもの」と橋本社長

定期的に配信している「健康経営ＮＥＷＳ」

田島社長㊨とのり子取締役

無料提供している朝食


